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初習化学実験における危険性の排除を目的とした実験器具の更新

1. 緒言
物質生命化学科は、 物質化学と生命化学を融合させ

た幅広い知識と高い問題解決能力を持ち、 21世紀の
社会における環境、 資源、 エネルギーなどの課題を化
学的立場から解決できる技術者・研究者の育成を目標
にしている。 このような技術者・研究者を育成するた
めには、 早期に化学実験を体験させることが重要であ
ると考え、約10年前から、 1年次前学期に 「定性分
析実験」を開講してきた。 「定性分析実験」では、化学
の基本的な実験操作法について学習するだけでなく、
今後研究するために必要不可欠な試薬の調整法や簡単
な実験器具や装置の作製方法についても実習する。

ゆとり教育以前の10年前の学生と比較すると、 高
校での化学実験の体験者の割合が大きく減少し（現在
では1/3程度が全く化学実験を行ったことがない）、
中学や高校ですでに修得しておくべき基本的な実験操
作を説明・実演する必要が出てきた。 さらには、 事前
に説明した内容を実験で実行できない学生も多く存在
するようになってきた。 また、 以前は多少危険性があ
っても問題なく実施できた実験内容では、 大きな危険
性を伴うようになっている。 そのため、 本プロジェク
トでは、これまでの実験の内容や変更させずに、現在
の学生が化学実験を行う上で、 できるだけ危険性が及
ぼないような実験手法に変更するために、必要な実験
器具を購入した。

平成17年度からは、「 ものづくり創造融合工学教育
事業授業内容・教育カリキュラム拡充プロジェクト」の
支援を受け、ものづくり教育の一環として、 「ガラス細
工」の実習を実施してきた。 この実習により、 実験内
容に適したガラス器具を自作することは、 化学実験を
円滑かつ、 正確に実施するためには必要不可欠である
ことを1年生に認識させることができた。

また、 平成20年度から、 光の波長分析ができる簡
易分光器を受講者1人ずつに自作させ、 炎色反応で生
じる光のスペクトノレを測定させている。 そこで、昨年
度（平成23年度）では、 この 「革新ものづくり展開
力の協働教育事業・早期体験型・実験科目開発プロジ
ェクト」の支援で、 紫外可視分光装置を購入し、 作製
した装置の性能評価を市販されている高価な装置を比
較検討させ、 化学実験におけるものづくりの重要性を
認識させることができた。

これまでは、 実験内容をより充実させること ・ 高度
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に改善することに重点を置いていたが、 今回のプロジ
ェクトでは、 実験内容の充実を図るのではなく、 現在
の学生の実情に合わせた実験方法に変更するものであ
る。 なお、 この実験は、前期開講科目であるため、危
険性を軽減させる取り組みは、来年度（平成25年度）
から実施する予定である。

2.実施概要
2. 1 対象科目

実施講義名

1年次 前期必修 定性分析化学実験

受講人数

8 5名

実施日時（予定）

平成2 5年6月10日（月）、 1 1日（火）

1 3 : 0 0～ 17:00 

担当教員

鯉沼 陸央、 吉本惣一郎、 谷口 貴章

2. 2 拡充の内容
1年前学期開講の 「定性分析実験」の主に、 以下の実
験テ ーマの内容を拡充する予定である。
実験テーマ「炎色反応とスベクトル測定」

炎色反応を生じるキャンドル作製時に起こりうる危
険性の除去

バーナーの炎がキャンドルの材料であるメタノ ー

ルに引火し、 火災ややけどを起こさないようにするた
め、 加繋喝告としてホットプレー トを利用する

炎色反応のスベクトル測定値の正確性の向上
光学台を利用し、 光路を厳密に制御することで、

データの正確性を向上させる
スベクトル測定のための簡易分光器の作製

回折格子シートを用いた簡易分光器を自作させ、
炎色反応や種々の光源のスペクトルを測定する

自作した簡易分光器の性能評価のための既知のスベ
クトルの測定

既知の波長をもっ水素の発光スペクトルを測定し、
自作の簡易分光器の性能を評価する。






